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一
八
世
紀
中
葉
の
「
国
際
法
」
学
説
に
お
け
る

「
国
際
法
」
・
「
条
約
」
・
「
国
家
意
思
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ー
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一
九
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は
じ
め
に
｜
｜
問
題
の
所
在
｜
｜

パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
の
「
国
際
法
」
観
念
と
条
約
の
地
位

ヴ
ア
ツ
テ
ル
の
「
国
際
法
」
観
念
と
条
約
の
地
位

四

ヒ
ュ
プ
ナ
l
の
「
国
際
法
」
観
念
と
条
約
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地
位

五
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と
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は
じ
め
に
｜
｜
問
題
の
所
在
ー
ー

一八世紀中葉の「国際法J学説における「国際法」・「条約」・「国家意思」（明石欽司）

「
条
約
は
何
故
に
当
事
国
を
拘
束
す
る
の
か
？
」
こ
れ
は
、
国
際
法
の
法
的
拘
束
力
、
そ
し
て
法
と
し
て
の
性
質
を
考
察
す
る
際

に
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
「
法
と
は
何
か
」
と
い
う
法
学
上
の
根
本
的
問
題
へ
も
つ
な
が
る
問

題
で
あ
る
。

国
家
に
上
位
す
る
機
関
が
存
在
し
な
い
国
際
社
会
に
お
い
て
、
国
家
間
の
関
係
を
規
律
す
る
法
規
範
と
観
念
さ
れ
る
国
際
法
が
国

家
を
拘
束
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
こ
の
問
題
は
、
と
り
わ
け
、
「
合
理
主
義
の
時
代
」
の
産
物
と
し
て
の
国
際
法
体
系
を
支
え
た
自
然

法
と
い
う
基
盤
が
突
き
崩
さ
れ
、
「
実
証
主
義
」
が
学
問
全
般
に
お
け
る
支
配
的
思
想
と
な
っ
た
一
九
世
紀
に
、
重
大
な
問
題
と
し

て
扱
わ
れ
、
諸
説
が
展
開
さ
れ
た
。

例
え
ば
、
ベ
ル
ク
ボ
l
ム
（
門
－

g
a
g
g）
は
、
「
実
定
国
際
法
の
最
も
否
定
で
き
な
い
証
明
は
、
法
創
造
能
力
を
有
す
る
権
威
、

即
ち
、
諸
国
民
の
意
思
表
明
（
5
F
E
q
E昨
5
m
g）
の
存
在
に
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
そ
の
存
在
形
態
と
し
て
慣
習
法
と
「
明
示

的
に
定
立
さ
れ
た
法
」
（
宮

g
E。
E
Z
m
B
o
g
o
rを
）
と
し
て
の
条
約
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
国
際
法
の
存
在
を
諸
国

民
の
意
思
に
基
づ
か
せ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、
意
思
主
義
的
国
際
法
理
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
イ
ェ
リ
ネ
ク
（
凸
－

E
E
o
w）
は
、
ベ
ル
ク
ボ
l
ム
の
よ
う
に
単
な
る
国
家
意
思
に
国
際
法
を
基
礎
付
け
る
こ
と
だ
け
で
は

不
充
分
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
彼
は
国
際
法
の
法
的
拘
束
力
を
根
拠
付
け
る
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
「
自
己
拘
束
説
」

（∞巳
Z
5
4目。

vgm宮
町
。
）
を
次
の
よ
う
に
展
開
し
た
。
即
ち
、
国
際
法
の
法
的
拘
束
力
を
論
ず
る
際
に
は
、
「
国
家
が
自
ら
の
諸
規

範
を
通
じ
て
自
己
を
拘
束
し
得
る
の
か
」
、
そ
し
て
「
拘
束
す
る
者
と
拘
束
さ
れ
る
者
が
同
一
の
人
格
の
中
に
存
在
し
得
る
の
か
」

と
い
っ
た
事
柄
が
問
題
と
な
る
と
し
た
上
で
、
独
立
且
つ
最
高
の
権
力
で
あ
る
主
権
を
有
す
る
国
家
は
上
位
権
力
に
服
さ
な
い
こ
と

か
ら
、
国
家
を
超
越
す
る
存
在
に
国
際
法
の
妥
当
根
拠
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
国
家
は
、
対
外
関
係
に
つ
い
て
自
ら
の
意

345 



思
に
よ
り
自
己
に
課
し
た
拘
束
に
従
っ
て
、
国
際
法
に
拘
束
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
こ
れ
に
対
し
て
は
、
国
際
法
規
範
の
本
質
的
内
容
の

公法E

346 

共
通
性
や
拘
束
力
の
継
続
性
等
の
説
明
に
つ
い
て
理
論
的
限
界
が
指
摘
さ
れ
る
。
）
ま
た
、
ト
リ
1
ベ
ル
（
国
－
H

，ュ8
0｝
）
は
、
「
一
国
家
に

よ
り
自
己
の
他
国
家
に
対
す
る
関
係
の
た
め
に
一
方
的
に
設
定
さ
れ
た
法
は
国
際
法
で
は
な
く
、
『
対
外
公
法
』
（
前
5
8
5

慶醸の法律学

∞丹
g
仲
田
円
。
。
冨
）
ま
た
は
そ
の
他
の
名
称
で
呼
び
得
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
、
「
国
際
法
規
範
」
（

5
－r
B。
吉
田
∞
言
。
）
を
「
他
の
国
家
意

思
と
の
協
働
（
N5ω
呂
田

g
ヨ件
g
）
を
通
じ
て
生
ず
る
、
共
同
意
思
（
凸
O
B
0
5
3
F）
」
に
根
拠
付
け
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
理
論
は
、
国
際
法
の
法
的
拘
束
力
を
、
自
然
法
論
的
な
基
礎
付
け
（
神
（
の
意
思
）
、
理
性
（
の
命
令
）
等
々
の
先
験
的
或

い
は
超
越
的
存
在
）
で
は
な
く
、
国
家
の
意
思
に
よ
り
説
明
し
よ
う
と
す
る
点
で
共
通
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
理
論
が
、

人
為
に
基
づ
く
検
証
可
能
な
国
家
意
思
に
よ
り
国
際
法
を
基
礎
付
け
る
と
い
う
点
で
、
国
際
法
を
実
証
的
に
理
解
す
る
こ
と
、
即
ち
、

実
証
主
義
国
際
法
学
の
確
立
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
は
、
国
際
法
の
法
的
性
質
を
否
定
す
る
一
九
世

紀
の
実
証
主
義
法
学
者
に
対
し
て
、
「
実
定
国
際
法
」
の
存
在
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
国
際
法
学
者
に
よ
る
「
実
証
的
な
」
国
際
法

擁
護
論
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
国
家
意
思
を
究
極
的
基
礎
と
す
る
理
論
に
お
い
て
は
、
最
終
的
に
合
意
に
至
っ
た
国
家
意
思
を
撤
回
不

可
能
と
す
る
根
拠
が
存
在
し
な
い
限
り
、
国
際
法
の
継
続
的
拘
束
力
は
説
明
さ
れ
得
な
い
。
ま
さ
に
、
ア
ン
ツ
ィ
ロ
ッ
チ
（
U
・

〉
自
己
。
毘
）
が
述
べ
た
よ
う
に
、
「
合
意
は
守
ら
れ
る
べ
し
」
（
志
向
言
言
ミ

R
3
8
§
）
と
い
う
法
諺
こ
そ
が
、
国
際
法
が
依
拠
す
る

「
事
後
的
な
証
明
に
服
す
る
こ
と
の
な
い
」
「
絶
対
的
な
客
観
的
価
値
」
（
S
O
S－g
－2
s
a
5
与
g
z
o）
、
或
い
は
「
第
一
の
そ
し
て

証
明
不
能
な
仮
説
」
（
苫
否
。
宮
8
官
。
呂
町
0
2
5忌
目
。
号
与
を
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
仮
説
」
を
基
底
に
据
え
て
成
立
し

た
現
在
の
実
証
主
義
国
際
法
学
（
よ
り
正
確
に
は
、
実
証
主
義
的
条
約
法
理
論
）
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
近
代
国
際
法
理
論
が
、
主
権

的
な
国
家
意
思
を
絶
対
と
す
る
「
意
思
主
義
」
（
g
Z
E呂
田
自
）
に
基
づ
く
と
し
な
が
ら
、
実
は
国
家
意
思
の
合
致
を
拘
束
力
の
淵
源

と
す
る
「
合
意
（
諾
成
）
主
義
」
（
8
ロ∞
O
E
S－
－
∞
自
）
を
援
用
し
な
け
れ
ば
成
立
し
得
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ



は
さ
ら
に
、
何
故
に
国
際
法
学
に
お
い
て
「
合
意
主
義
」
が
妥
当
す
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
説
明
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
説
明
は
果
た
し
て
、
言
葉
の
真
の
意
味
に
お
け
る
「
実
証
主
義
」
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

一八世紀中葉の「国際法」学説における「国際法」・「条約J.「国家意思J（明石欽司）

約世た
」紀め以
の園、上
位際本の
置法稿よ
付学でう
けのはな
に諸、疑
つ問現問
い題在に
てをのつ

考条い
特察約て
にす法の
、る理包
固た論括
家めの的
意の基な
思予本解
が備的答
ど的思を
の考考示
よ察 、 す
うとそこ
なししと
評てては
価、国

を一際本
受八法稿
け世ので
て紀法与
い中源え
る葉論ら
かののれ
と若基た
い干盤紙
うのが幅
観「形の
点国成中
を際さで
交法れは
え」た不
つ学と可
つ説考能

にえで
考おらあ
察 け れ る
をるる。
行「ーそ
う条九の

に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

具
体
的
に
考
察
対
象
と
さ
れ
る
の
は
、

パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ

l
ク
（
円
。
B
O
E
E
S
D
g白
WOEFgr
（
広
司
ム
手
以
）
）
、

ヴ
ア
ツ
テ
ル

（
開
E
2
（
開
B
B
Oユ
各
）
号
〈
mw

ロ
巳
（
コ
エ
ふ
吋
）
）
、

ヒ
ュ
プ
ナ
l
（
冨
皇

5
5
Z
O円
（
コ
出
8
3））

の
「
国
際
法
」
関
連
著
作
で
あ
り
、
そ
れ

ら
の
中
で
、
「
国
際
法
」
が
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
、
ま
た
「
条
約
」
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
た
か
と
い
う

点
を
中
心
に
検
証
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
三
者
を
選
択
し
た
理
由
は
、
次
の
こ
と
に
あ
る
。

こ
れ
ら
三
者
は
、
グ
レ

l
ヴ
エ

（者・白

8
5）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
法
的
地
位
と
し
て
の
中
立
」
と
い
う
近
代
的

観
念
を
初
め
て
展
開
し
た
学
者
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
。
（
政
治
的
観
念
と
し
て
の
中
立
の
登
場
は
彼
ら
に
先
行
す
る
。
）
こ
の
近
代
的

中
立
法
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
「
正
戦
理
論
」
の
よ
う
な
何
ら
か
の
国
家
の
意
思
を
超
越
し
た
判
断
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
な
く
、

国
家
意
思
（
に
基
づ
く
判
断
）
を
戦
争
の
正
当
性
に
優
越
さ
せ
る
と
い
う
思
考
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
意
思
主
義
的

国
際
法
と
い
う
発
想
を
こ
れ
ら
三
者
が
有
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
に
「
国
際
法
」
及
び
「
条
約
」

を
観
念
し
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
意
思
の
絶
対
性
を
前
提
と
す
る
こ
と
に
内
在
す
る
固
有
の
限
界
や
ア
ポ
リ
ア
の

存
否
を
考
え
る
契
機
を
得
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

尚
、
本
稿
で
検
討
対
象
と
す
る
著
作
は
、
ラ
テ
ン
語
（
パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
）
と
フ
ラ
ン
ス
語
（
ヴ
ア
ツ
テ
ル
・
ヒ
ユ
プ
ナ
l
）
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公法E

で
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
「
国
際
法
」
に
つ
い
て
は
各
々
吋
S
鴻
さ
丈
夫
t

E
骨
色
母
∞

mg∞3

の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

内
実
が
近
代
的
意
味
で
の
「
国
際
法
」
に
相
当
す
る
か
と
い
う
点
に
疑
義
は
残
る
も
の
の
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
そ
れ
ら
の
総
称
と

し
て
「
国
際
法
」
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
本
稿
で
考
察
対
象
と
す
る
著
作
に
お
い
て
、
抽
象
的
な
「
国
家
」
の
法
人
格
と

実
際
に
存
在
し
た
「
主
権
者
」
の
法
人
格
と
の
関
係
は
依
然
と
し
て
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
国
家
意
思
」
と
い
う
言
葉
は
誤
解
を

348 
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与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
言
葉
は
、
「
条
約
の
締
結
権
者
の
意
思
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（

l
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

内・因。

a
g
g
h
s
sミ
豆
町
内

5
2
2内H
N
m
む
な
む
三
宮
、
2
5．
～
守
尽
き
（

U
S巳（
S
E）温－∞コ）
w

∞
・
お
き
－

c－
rロ
B
O
W
L
M内
高
与
同
町
内
訟
や
さ
H
雪
辱
ア
同
H
Q
Q
訟
で
内
ミ
社
内
（
者
－
o
p
－∞∞。）リ∞－
u
ふ・

同山
σ円四．∞．
jv
．

4 

開－

upω
・
志
向

国・叶同時

ao－－明、。～常奇町内を
H
h

辺、
h
b
語、
2
高与同（円四回開

VNF
－∞遺）リ∞・凶
N
・
J3・

ロ
・
〉
自
己
。
E
・
（
リ
ミ
ヨ
吾
、
さ
と
室
内
さ
ぬ
き
さ
～
（

E
含

S
S℃
R
0・
Q
号｝）（

E
5
U
3
M泡
）
る
・
主
・

合
意
の
拘
束
力
を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
「
裸
の
合
意
」
（
「
単
な
る
無
方
式
合
意
」
）
（
言
、
尽
き
宮
内
S
S
）
が
市
民
法
上
の

訴
権
を
生
じ
さ
せ
な
い
と
す
る
原
則
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
得
る
。
（
合
意
の
拘
束
力
を
巡
る
観
念
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
大
沼
保
昭
「
合
意
」
『
戦

争
と
平
和
の
法
』
同
（
編
）
（
東
信
堂
、
一
九
八
七
年
）
二
八

O
l二
九

O
頁
を
見
よ
。
ま
た
、
ぜ
む
町
H

む
句
足
ミ
』
内
ミ

s§
＝
原
則
に
つ
い
て
は
次
の
文
献

を
見
よ
O

H

∞白

B
釦ロロ

（戸匂岱－）喝円》目》．－∞
E
3・）

（8
）
者
・

0
・0
5
4司タ岡、
R
E
S
時
三
d
～守司
RFHh内
nRFH与
同
町
（
∞
邑
g
E∞白色
O
P
3∞ム）
wω
・
お
凶
ム
士
・

（
9
）
極
め
て
単
純
化
し
て
説
明
す
る
な
ら
ば
、
欧
州
社
会
に
お
い
て
「
正
戦
理
論
」
は
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
（
同

S
E
E
g
g
S
E
S）
の
動
揺
と

崩
壊
と
共
に
そ
の
機
能
の
基
盤
を
喪
失
す
る
。
理
論
的
に
近
代
的
主
権
国
家
の
観
念
を
提
示
し
た
マ
キ
ャ
ベ
リ
（
Z
・冨
R
E里
町
邑
）
や
ボ
ダ
ン
戸

田
急
百
）
の
著
作
に
は
政
治
的
中
立
の
観
念
が
登
場
す
る
と
い
う
こ
と
も
時
代
的
に
は
符
合
す
る
。
ま
た
、
実
際
に
公
文
書
中
に
「
中
立
」
と
い
う
言

5 6 7 
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葉
が
登
場
す
る
の
が
、
一
五
世
紀
初
頭
以
降
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
も
、
同
様
に
理
解
さ
れ
る

o
g
p
∞・お凶ム
X
・

（
叩
）
ま
た
、
従
来
の
国
際
法
学
説
史
に
お
け
る
一
般
的
理
解
と
し
て
、
パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
及
び
ヒ
ユ
プ
ナ
l
は
「
実
証
主
義
」
の
系
譜
に
、
ヴ

ア
ツ
テ
ル
は
「
折
衷
（
グ
ロ
テ
イ
ウ
ス
）
派
」
の
系
譜
に
、
そ
れ
ぞ
れ
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
逆
に
言
、
つ
な
ら
ば
、
彼
ら
は
「
自
然
法
学
派
」

に
は
属
す
る
も
の
で
は
な
い
と
み
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
「
非
自
然
法
学
派
」
に
お
け
る
「
条
約
」
の
位
置
付
け
を
巡
る
考
察
が
、
実

証
主
義
国
際
法
の
限
界
の
考
察
に
役
立
つ
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
の

「
国
際
法
」
観
念
と
条
約
の
地
位

「
国
際
法
」

の
定
義

パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
の
「
国
際
法
」
ぐ
．
5
喝
さ
尽
き
）
観
念
（
及
び
方
法
論
）
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
既
に
別
稿
に
お
い
て
詳
細

に
論
じ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
「
国
際
法
」
の
定
義
に
つ
い
て
そ
の
中
核
部
分
の
み
に
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
の
国
際
法
関
連
著
作
に
お
い
て
は
、
抽
象
的
な
国
際
法
観
念
に
関
す
る
体
系
的
叙
述
は
見
出
さ
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
、
特
に
、
『
使
節
裁
判
権
論
』
及
び
『
公
法
の
諸
問
題
』
の
中
に
は
国
際
法
観
念
に
関
わ
る
記
述
が
、
断
片
的
に
で
は
あ

る
が
、
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
使
節
裁
判
権
論
』
中
の
「
国
際
法
と
は
、
自
由
意
思
を
有
す
る
者
の
聞
で
黙
示
の
合

意
に
基
づ
い
て
存
在
す
る
も
の
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
」
と
す
る
記
述
や
「
国
際
法
と
は
慣
習
（
8
塁
走
雲
守
）
に
従
っ
た
推

定
（

b
s
a
sミ
。
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
」
と
す
る
－
記
述
、
ま
た
、
『
公
法
の
諸
問
題
』
中
の
「
理
性
と
慣
行
が
も
た
ら
す
黙黙

示
的
且
つ
推
定
的
合
意
か
ら
生
ず
る
国
際
法
」
と
い
う
表
現
等
々
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
を
総
合
す
れ
ば
、

パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
は
「
国
際
法
」
を
、
慣
習
（
8
塁
走
雲
守
）
に
表
わ
さ
れ
た
黙
示
的
合

349 

意
で
あ
っ
て
、
慣
習
は
諸
国
民
の
慣
行
（
5
5）
と
理
性
（
S
き
）
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、



公法E

こ
の
理
解
は
、
本
稿
の
主
題
と
の
関
連
に
お
い
て
、
興
味
深
い
問
題
を
提
起
す
る
。
即
ち
、
こ
の
国
際
法
理
解
に
よ
れ
ば
、
「
明
示

的
合
意
」
が
国
際
法
の
範
臨
時
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
仮
に
、
条
約
を
「
明
示
的
合
意
」
の
典
型
例
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、

3うO

慶醸の法律学

条
約
は
国
際
法
の
直
接
的
な
法
源
と
は
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
彼
は
、
条
約
を
彼
の
国
際
法
理
論
の
中
で

ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

2 

条
約
の
地
位

パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ

l
ク
の
理
論
に
お
け
る
条
約
の
地
位
に
つ
い
て
論
ず
る
際
に
、
先
ず
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
事
柄
は
、
条

約
は
当
事
国
間
の
合
意
と
い
う
事
実
自
体
に
よ
っ
て
法
的
拘
束
力
を
付
与
さ
れ
る
の
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関

連
す
る
と
思
わ
れ
る
言
及
と
し
て
、
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
自
権
者
な
ど
と
ど
さ
）
で
あ
る
様
々
な
諸
国
民
の
間
で
、
法
に
よ
り
強
制
さ
れ
る
事
柄
は
何
も
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
諸
国
民
間
の
事
柄

に
法
は
適
用
さ
れ
ず
、
強
制
力
は
た
だ
法
に
の
み
由
来
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
信
義
及
び
公
共
の
便
宜
（

zshh叫
虫
色
ミ
ロ
E
h

E
S
S）
は
、
諸
国
民
の
間
で
の
約
束
安
定
、
胃
ミ
虫
、
さ
さ
き
ど
き
）
が
守
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
約
束
に
は
最
高
の
有
効
性

を
伴
う
義
務
が
付
与
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
要
求
す
る
。
実
際
に
、

い
か
な
る
義
務
も
精
神
の
偉
大
さ
（
S
凡
さ
さ
品
ミ
ミ
。
）
に
の

み
基
づ
く
義
務
よ
り
強
力
で
あ
る
こ
と
は
な
い
。
全
て
の
君
主
に
と
っ
て
の
こ
の
徳
が
、
彼
等
を
第
一
に
飾
り
立
て
、
賞
賛
す
る
。
仮
に
こ

れ
が
消
滅
す
る
な
ら
ば
、
［
国
家
］
全
体
が
根
底
か
ら
混
乱
す
る
の
で
あ
る
。
」
（
［
］
内
は
明
石
に
よ
る
。
）

つ
ま
り
、
パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ

l
ク
は
、

一
方
で
法
の
本
質
を
強
制
力
と
捉
え
た
上
で
、
諸
国
民
間
の
関
係
に
お
け
る
法
の
存
在
を

否
定
し
つ
つ
も
、
他
方
で
、
「
信
義
及
び
公
共
の
便
宜
」
や
「
精
神
の
偉
大
さ
」
を
媒
介
さ
せ
て
、
結
果
的
に
諸
国
民
間
の
合
意
に
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も
拘
束
力
を
認
め
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
条
約
（
「
諸
国
民
の
間
で
の
約
束
」
）
の
拘
束
力
を
条
約
（
合
意
）
そ
れ
自
体
に
無
条
件
で

認
め
る
の
で
は
な
く
、
条
約
に
拘
束
力
を
認
め
る
た
め
の
別
個
の
規
範
（
意
識
）
を
媒
介
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
間
接
的
に
「
合
意

は
拘
束
す
る
」
こ
と
を
承
認
す
る
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
「
私
法
は
私
人
間
の
合
意

（
志
向
言
）
を
律
し
、
信
義
が
君
主
間
の
合
意
を
律
す
る
」
、
或
い
は
「
国
際
法
と
は
、
全
て
で
は
な
い
に
し
ろ
多
く
の
よ
り
高
次
の
徳

性
を
有
す
る
（
き
ミ

E
S）
諸
国
家
間
で
指
導
的
理
性
に
基
づ
き
道
守
さ
れ
て
い
る
事
柄
（
言
。
札

E
E号
、
言
尽
き
た
さ
q
C
S
H
a

h
内

3
b言
、
）
で
あ
る
と
主
張
す
る
者
は
誤
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

間
接
的
な
方
式
に
よ
っ
て
彼
が
条
約
の
拘
束
力
を
承
認
し
よ
う
と
す
る
方
向
で
理
論
を
展
開
し
、
ま
た
当
事
者
（
国
）
聞
に
限
定
さ

れ
た
条
約
の
間
接
的
拘
束
力
を
前
提
と
し
て
議
論
を
進
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
条
約
の
位
置
付
け
は
、
パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ

l
ク
の
論
証
方
法
に
も
表
れ
て
い
る
。
即
ち
、
条
約
志
向
尋
さ
）

は
、
国
際
法
の
直
接
的
法
源
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
ま
ま
に
、
君
主
問
の
合
意
の
事
例
（

2
3
、SH）
と
し
て
扱
わ
れ
る
場

合
が
実
際
上
殆
ど
で
あ
っ
て
、
せ
い
ぜ
い
慣
行
の
存
在
証
拠
に
と
ど
ま
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
条
約
と
国
際
法
は
、
後

者
の
存
在
の
証
明
の
た
め
の
前
者
の
援
用
と
い
う
形
式
で
の
み
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
て
、
国
際
法
の
独
立
し
た
法
源

と
し
て
の
条
約
と
い
う
観
念
は
そ
こ
に
は
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
点
は
、
前
節
で
示
さ
れ
た
彼
の
国
際
法
の
定
義
と
合

致
す
る
の
で
あ
る
。

3 

条
約
と
国
家
意
思
の
関
係

さ
て
、
以
上
に
確
認
さ
れ
た
事
柄
は
、
条
約
と
国
家
意
思
の
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
を
考
察
す
る
た
め
の
起
点
と
し
て
、
『
使
節
裁
判
権
論
』
中
の
次
の
一
節
が
挙
げ
ら
れ
る
。

3うl
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「
理
性
（
ミ
き
）
が
諸
国
民
に
命
じ
た
事
柄
、
そ
し
て
ま
た
諸
国
民
の
問
で
頻
繁
に
繰
り
返
し
生
ず
る
事
実
の
類
似
性
に
基
づ
き
、
そ
れ

ら
の
諸
国
民
が
遵
守
す
る
事
柄
こ
そ
が
、
そ
れ
以
外
で
は
法
に
よ
り
律
せ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
者
達
に
と
っ
て
の
唯
一
の
法
と
な
る
。
」

3う2

慶醸の法律学

こ
こ
で
は
、
諸
国
民
（
即
ち
、
「
そ
れ
以
外
で
は
法
に
よ
り
律
せ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
者
達
」
で
あ
る
国
家
）
の
意
思
の
絶
対
性
を
前
提

と
し
つ
つ
も
、
理
性
と
慣
行
に
よ
っ
て
成
立
す
る
国
際
法
に
の
み
諸
国
民
（
国
家
）
が
服
す
る
と
の
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
論
理
を
採
用
す
る
た
め
に
は
、
自
発
的
に
諸
国
民
（
国
家
）
が
慣
行
に
従
う
こ
と
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
ど
う
し
て
生
ず
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
の
解
明
に
つ
い
て
は
次
の
一
節
が
参
考
と
な
る
。

「
全
て
の
人
聞
が
人
間
、
即
ち
理
性
に
よ
り
統
治
さ
れ
る
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
：
：
：
［
中
略
］
：
：
：
理
性
が
そ
れ
ら
の
者
に
説
き
ま
た
命

ず
る
事
柄
は
変
更
さ
れ
得
な
い
。
そ
し
て
、
後
に
慣
行
に
収
赦
す
る
こ
れ
ら
の
事
柄
は
、
諸
国
民
相
互
間
で
拘
束
力
を
有
し
、
そ
の
法
な
く

し
て
戦
争
（
常
～
E
S
）
も
、
平
和

fs）
も
、
同
盟
条
約
志
向
侍
ミ
）
も
、
外
交
使
節
（
～
品
ミ

sg）
も
、
通
商
も
考
え
ら
れ
な
い
。
」

こ
こ
で
は
、
先
述
の
パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
の
国
際
法
観
念
に
合
致
す
る
論
理
と
し
て
、
原
理
的
に
理
性
と
慣
行
は
抵
触
し
な
い

つ
ま
り
、
人
聞
が
理
性
に
従
う
存
在
で
あ
る
ゆ
え
に
、
諸
国
民
（
国
家
）
は
、
自
己
の
意
思
の
絶
対
性
を
前
提
と

し
つ
つ
も
、
理
性
の
命
令
に
従
っ
て
自
発
的
に
国
際
法
を
遵
守
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
の
「
国
際
法
」
の
定
義
に
も

拘
ら
ず
、
実
際
に
は
慣
行
よ
り
も
理
性
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
節
で
は
国
際
法
と
国
家
意
思
の
関
係
に
関
し
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
理
性
が
命
じ
、
慣
行
と
し
て

現
わ
れ
る
諸
国
民
相
互
間
で
拘
束
力
の
あ
る
法
（
即
ち
、
国
際
法
）
が
同
盟
条
約
や
外
交
使
節
等
を
規
律
す
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て

つ
ま
り
、
国
家
意
思
が
具
体
的
に
表
明
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
同
盟
条
約
の
拘
束
力
は
、
彼
が
言
、
っ
国
際
法
に
よ
っ
て
支
持

と
さ
れ
て
い
る
。

い
る
。



さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
国
家
意
思
自
体
は
拘
束
力
の
淵
源
と
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
理
性
が
慣
行
や
国
家
意
思
に
優
位
す
る
と
い
う
現
象
は
、
パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ

1
ク
の
論
述
方
法
に
も
反
映
さ
れ
て
い

る
。
即
ち
、
彼
の
通
常
の
論
述
方
法
は
、
先
ず
、
著
作
中
の
各
章
の
冒
頭
で
具
体
的
論
点
を
提
示
し
、
続
い
て
そ
れ
に
関
す
る
国
家

実
行
及
び
学
説
を
挙
げ
、
最
後
に
自
己
の
見
解
を
展
開
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
、
最
後
の
見
解
を
展
開
す
る
過
程
で

は
、
理
性
が
具
体
的
法
規
範
を
確
定
し
、
或
い
は
結
論
に
至
る
た
め
の
決
定
的
役
割
を
演
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
理
性
の
決
定
的
な
役
割
は
、
．
特
に
、
国
家
実
行
が
不
統
一
で
あ
る
場
合
に
明
ら
か
と
な
る
。
そ
れ
を
示
し
て
い
る
の
が
、
船

舶
の
建
造
及
び
蟻
装
の
た
め
の
資
材
（
以
下
、
一
括
し
て
「
造
船
資
材
」
と
す
る
。
）
を
戦
時
禁
制
品
に
含
め
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い

て
の
議
論
（
『
公
法
の
諸
問
題
』
第
一
巻
第
一

O
章
）
で
あ
る
。
パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ

l
ク
は
、
先
ず
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
が
行
っ
た
よ
う

な
戦
争
に
役
立
ち
得
る
も
の
か
否
か
と
い
っ
た
基
準
で
は
、
結
局
全
て
の
物
資
が
そ
れ
に
該
当
し
得
る
た
め
、
全
て
の
物
資
を
戦
時

禁
制
品
と
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
実
際
上
基
準
と
は
な
り
得
な
い
と
し
、
「
こ
の
間
題
に
お
け
る
共
通
の
国
際
法
を
識
別
し
得
る

の
は
、
理
性
及
び
慣
行
に
従
う
場
合
以
外
に
は
な
い
」
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
彼
は
、
造
船
資
材
を
巡
る
国
家
実
行
の
列
挙
に
進
み
、

そ
れ
ら
を
戦
時
禁
制
品
に
含
め
て
い
な
い
諸
条
約
を
提
示
し
、
続
い
て
逆
に
そ
れ
ら
を
戦
時
禁
制
品
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
連
邦
議
会
の

諸
々
の
布
告
を
も
列
挙
す
る
。
つ
ま
り
、
国
家
実
行
は
こ
の
問
題
を
巡
っ
て
対
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
直
後
に
彼
は
、
そ

れ
ら
の
布
告
を
「
原
則
を
確
認
す
る
例
外
」
で
あ
る
と
し
て
議
論
を
打
ち
切
る
。
つ
ま
り
、
国
際
法
上
の
規
則
は
造
船
資
材
を
禁
制

品
に
は
含
め
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
理
性
に
従
っ
た
彼
の
結
論
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
こ
で

は
、
実
態
と
し
て
は
国
家
実
行
が
不
統
一
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
彼
は
「
原
則
」
即
ち
慣
行
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
「
例
外
」

も
存
在
す
る
と
し
て
お
り
、
や
は
り
理
性
と
慣
行
は
抵
触
し
な
い
と
い
う
建
前
は
守
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
「
原
則
」
を
確
認
す

る
「
理
性
」
が
慣
行
に
優
位
し
て
い
る
こ
と
は
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

同
様
に
、
中
立
通
商
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る
「
敵
船
、
敵
貨
」
原
則
を
巡
る
議
論
に
お
い
て
、
彼
は
先
ず
、
こ
の
原
則
を
採
用
し
て

3う3
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い
る
諸
条
約
を
列
挙
し
た
後
に
、
「
こ
の
よ
う
な
法
言
句
）
を
擁
護
す
る
こ
と
は
、
理
性
に
よ
れ
ば
、
絶
対
に
不
可
能
で
あ
る
」
と

す
る
。
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
同
様
の
議
論
の
展
開
は
随
所
で
見
ら
れ
る
。

3ラ4
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こ
の
よ
う
な
一
連
の
論
証
方
法
は
、
慣
行
や
条
約
と
い
っ
た
も
の
に
示
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
国
家
意
思
を
理
性
に
よ
っ
て
否
定

す
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
の
国
際
法
理
論
は
、
国
家
意
思
と
は
別
次
元
に
お
い
て
、
理
性

を
中
心
に
構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
「
理
性
」
と
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
す
る
解
答
は
、
彼
の
論
述

か
ら
は
見
出
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
の
国
際
法
観
念
の
特
質
を
、
特
に
条
約
の
位
置
付
け
と
の
関
連
に
お
い
て
論
じ
て
き
た
が
、
次
に
、

彼
に
僅
か
に
遅
れ
た
、
し
か
し
ほ
ぼ
同
時
期
に
国
際
法
に
関
連
す
る
著
作
を
上
梓
し
た
ヴ
ア
ツ
テ
ル
及
び
ヒ
ユ
プ
ナ
1
の
国
際
法
理

論
に
お
け
る
「
国
際
法
」
概
念
及
び
条
約
の
地
位
に
つ
い
て
の
考
察
に
移
り
た
い
。

パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
の
「
国
際
法
」
観
念
及
び
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
拙
著
を
見
よ
。
－
n
・〉
w
g
E岨

P
3忌
S
否
認
句
、
暴

S
宮
内
汗
・
包
』

円
。
ョ
ミ
宮
き
ヨ

HOHpmh凡

hHoq
ミ，
haHqaQHSS～h
む
を
（
回
。
国
ω唱。＼円。足。ロ＼一

g
s
p
目。。∞）・

（
ロ
）
同
）
内
》
さ
な
宮
古
さ
さ
宮
遺
志

SHhhaRゼ凡な－
Q

どむき

3．
さ
さ
～
こ
志
向
2
S句
史

E
S
（コ
N

】
）
・
（
以
下
、
註
で
引
用
す
る
場
合
に
は
E

口、』い
3

と
略
記
す
る
。
）

但
し
、
本
稿
執
筆
に
際
し
て
参
照
し
た
版
は
、
「
国
際
法
古
典
叢
書
」
（
叶
Z
o
o
s
a
g
。
2
E
R
E
g
g－
F
2
（O
民
。
吋
ぞ
円
。
足
。
P
3ま
）
）
所
収
の
一
七

四
四
年
版
で
あ
る
。

（日） 11 

ぬ

E
2
5
3冶
S
E
E
R
Eミ
ぇ

S
言。
3
h
s
E
S
S
E
H
♀

5
5
r
$
5
5
5
§

旬
、
町

5
5
5
E『
宣
言
さ
（
コ
ヨ
）
（
叶
F
0
2
2号
由
。
『

E
E
g
g
s－
Z
戸
（
O
凶

F
E＼円。
E
。P
3
u。
）
）
・
（
以
下
、
註
で
引
用
す
る
場
合
に
は
E
G」
可
叫
と
略
記
す
る
。
）

（凶）

b
可h
u
H
U
・
凶
h
F
（）・

（
日
）
匂
『
h
w
－u－
U

品。・

（

M
山
）
む
」
』
u
L
Y
M
2・
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（
打
）
パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
は
、
「
我
々
が
国
際
法
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
慣
習
で
あ
る
永
続
的
慣
行
（
克
也
n
S
5
5
5）」（
b
、h
・
匂
・
お
と
と
も
論
じ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
国
際
法
、
慣
習
及
び
永
続
的
慣
行
の
三
者
は
同
一
視
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
後
述
す
る
、
口
、
h
u
可－

h
Z
N
に
お

け
る
記
述
も
見
よ
。

（
同
）
ぬ
」
～
J
2
u－
M
U

一WEM
凶h
H

・

（
円
）
「
諸
国
民
の
間
で
の
約
束
」
は
、
理
論
的
に
は
「
黙
示
の
合
意
（
約
束
ご
と
し
て
の
慣
習
（
つ
ま
り
、
パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
に
と
っ
て
の
「
国

際
法
」

C
S
鳴
ミ
ロ
さ
）
）
を
も
含
み
得
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
「
明
示
の
合
意
（
約
束
ご
と
し
て
の
「
条
約
」
の
み
を
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

（
却
）
ぬ
」
』
u
L
Y
N
u
－－

（
幻
）
口
、
「
匂
・
主
ω・

（
辺
）
句
、
h
w
H
M－
K
T
H
N
・

（お）

b
hサ
F
2
y
h
p
h
p
M
ム
お
・

（
M
）
ラ
イ
プ
シ
ユ
タ
イ
ン
も
、
パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ

l
ク
が
慣
行
を
理
性
に
従
属
さ
せ
て
い
る
と
す
る
。
同
月
2
Z
E
P
E
gロ
P
2呂田
N
Z
切
〕

B
W
R
E

田町
8
－へJ
A耳
、
広
て
札

2
5～常司
R
F
H
h
w

回
千
品
（

3
3）・∞・目。・

（
お
）
ラ
テ
ン
語
の
J

守
ミ
H
h
h
z

志
向
、
m
E）
は
多
義
的
な
言
葉
で
あ
り
、
「
同
盟
」
・
「
条
約
」
・
「
誓
約
」
等
の
意
味
を
有
す
る
。
こ
れ
は
、
同
盟
と
い
う

行
為
自
体
を
指
す
場
合
も
あ
れ
ば
、
同
盟
の
た
め
の
条
約
や
誓
約
を
指
す
場
合
も
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
一
応

「
同
盟
条
約
」
と
す
る
が
、
何
れ
に
し
ろ
、
同
盟
関
係
を
構
築
す
る
主
体
の
意
思
（
本
稿
に
お
け
る
「
国
家
意
思
」
）
が
問
題
で
あ
る
点
は
同
一
で
あ
る
。

（
お
）
出
・

0
5呂
田
温
ロ
ミ
史
認
常

S
R
E
S
Sミ
ミ
ヱ
広
N
凶）・

Ewr
凶
・
但
し
、
本
稿
執
筆
に
際
し
て
参
照
し
た
版
は
、
「
国
際
法
古
典
叢
書
」
（
回
向

（
凶
器
宮
田
。
2
E
o目白色。

s－F担当（
C
H
F
E＼円。
E
S
W
3
N
U）
）
所
収
の
一
六
四
六
年
版
で
あ
る
。

（
幻
）
ぬ
～
h
J

司・

J3・

（
お
）
ぬ
」
M
M
L
Y

∞。・

（
怨
）
ぬ
」
h
u
w
唱－

H
O
N－

（
却
）
例
え
ば
、
中
立
通
商
に
関
す
る
「
自
由
船
、
自
由
貨
」
原
則
（
『
公
法
の
諸
問
題
』
第
一
巻
第
一
三
及
び
一
四
章
に
お
け
る
、
戦
争
中
捕
獲
さ
れ

た
敵
船
上
で
発
見
さ
れ
る
中
立
貨
物
と
中
立
船
上
で
発
見
さ
れ
る
敵
性
貨
物
の
捕
獲
に
関
す
る
法
原
則
）
に
つ
い
て
の
議
論
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ

3うう
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で
は
、
先
ず
、
二
ハ
五

0
年
代
以
降
に
オ
ラ
ン
ダ
が
他
国
と
締
結
し
た
諸
条
約
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
諸
条
約
が
「
中
立
船
上
で
発
見
さ
れ
た
敵
の

貨
物
は
自
由
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
『
自
由
船
、
自
由
貨
』
に
、
単
純
に
同
意
し
た
」
（
ぬ
」
』

J
3・
5
aム
ヨ
・
）
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
自
由
船
、
自
由

貨
」
原
則
が
一
般
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
が
ら
、
結
論
部
分
で
は
、
「
条
約
よ
り
も
理
性
に
基
づ
き
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」

（ぬ
r
月
匂
・

5
ご
と
し
て
、
結
局
別
の
原
則
（
コ
ン
ソ
ラ
l
ト
・
デ
ル
・
マ

l
レ
（
門
8
8
E。色。－
E
旬
。
）
に
含
ま
れ
る
原
則
）
が
妥
当
な
も
の
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
引
）
パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
に
お
け
る
理
性
の
慣
行
及
び
条
約
に
対
す
る
優
位
の
み
な
ら
ず
、
彼
が
引
用
す
る
国
家
実
行
自
体
が
有
す
る
問
題
点
、

即
ち
、
実
行
の
選
択
性
に
よ
り
当
時
の
実
態
が
正
確
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
も
提
起
し
得
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著

s
w
g
E
Z
2
0
－
c・
3
・
g
ム
N
P
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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ヴ
ァ
ッ
テ
ル
の

「
国
際
法
」
観
念
と
条
約
の
地
位

「
国
際
法
」

の
定
義
と
分
類

ヴ
ア
ツ
テ
ル
は
、
彼
の
主
著
『
国
際
法
或
い
は
諸
国
民
及
び
主
権
者
の
統
治
及
び
諸
問
題
に
適
用
さ
れ
る
自
然
法
の
諸
原
則
」

（
以
下
『
国
際
法
』
と
す
る
。
）
に
お
い
て
、
「
国
際
法
」
（
庁
骨
昌
弘
2
m
g回
）
に
関
す
る
議
論
を
詳
細
に
展
開
し
て
い
る
。

「
国
際
法
」
の
定
義
と
分
類
に
関
し
て
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
は
、
先
ず
国
家
が
「
自
然
的
に
自
由
且
つ
独
立
の
人
聞
か
ら
構
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
人
間
は
自
然
状
態
の
中
で
共
に
暮
ら
し
て
い
た
」
と
し
た
上
で
、
主
権
国
家
は
「
そ
れ
ら
の
問
の
自
然

状
態
の
中
に
生
き
る
自
由
な
る
人
格
」
と
み
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。
ま
た
、
「
同
意
に
よ
る
場
合
を
除
く
他
は
失
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
自
由
及
び
独
立
を
自
然
に
よ
り
全
て
の
人
聞
が
有
す
る
」
こ
と
を
自
然
法
の
中
に
見
出
し
、
そ
の
自
発
的
な
権
利
の

委
譲
を
国
家
の
基
礎
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
契
約
論
的
国
家
観
に
立
ち
、
ヴ
ア
ツ
テ
ル
は
、
「
国
際
法
」
を
「
諸
国
民
又
は
諸

国
家
間
で
生
ず
る
権
利
と
当
該
権
利
に
対
応
す
る
義
務
に
関
す
る
科
学
（
E
5
2
8）
」
で
あ
る
と
す
る
と
同
時
に
、
「
諸
国
民
に
適



用
さ
れ
る
自
然
法
に
他
な
ら
な
い
」
と
定
義
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
国
際
法
」
の
一
般
的
定
義
を
行
っ
た
上
で
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
は
「
国
際
法
」
を
、
「
必
要
的
国
際
法
」
（
庁
舎
包
含
∞

一八世紀中葉の「国際法J学説における「国際法」－「条約」－「国家意思」（明石欽司）

m
O
5
5
8
2包
詰
）
・
「
意
思
国
際
法
」
（
庁
骨
昌
弘
g
m
o
g
g
Zロ
E
B）
・
「
協
定
国
際
法
」
（
庁
舎
色
色
g
m
o
g
g雪
g
g
B巳
）
・
「
慣
習
国
際

法
」
（
ぽ
骨
色
色
2
m
g
問。。ロ
E
E
R）
の
四
つ
に
大
別
す
る
。
必
要
的
国
際
法
と
は
「
自
然
法
の
諸
国
民
へ
の
適
用
に
存
す
る
」
も
の

（
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
自
然
国
際
法
」
（
庁
骨
g
仏

g
m
o
g
S
E
R－
）
と
も
呼
ば
れ
る
）
で
あ
り
、
「
諸
国
民
が
そ
れ
を
遵
守
す
る
よ
う
絶
対
的

に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
ゆ
え
に
必
要
的
」
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
れ
は
「
不
変
で
あ
る
」
と
す
る
。
必
要
的
国
際
法
は
ま
た
「
諸

国
民
に
と
っ
て
絶
対
的
に
必
要
で
あ
り
、
諸
国
民
の
完
成
と
共
通
の
幸
福
に
導
く
」
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
意
思
国
際
法
と
は
、
平

等
と
自
由
に
基
づ
く
諸
国
民
か
ら
な
る
社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
、
諸
国
民
間
で
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
必
要
的
国
際
法
と
意

思
国
際
法
の
本
質
的
相
異
は
、
前
者
が
諸
国
家
の
内
部
的
な
も
の
で
あ
っ
て
常
に
諸
国
家
の
意
識
に
お
い
て
義
務
的
な
も
の
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
後
者
は
外
部
的
な
も
の
で
或
る
国
家
が
他
の
国
家
に
何
か
を
要
求
す
る
場
合
に
参
照
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
点
に
あ
る
。

協
定
国
際
法
は
、
明
示
的
合
意
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
合
意
し
た
当
事
国
の
み
を
拘
束
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
慣
習
国
際
法
は
黙

示
的
合
意
に
よ
り
諸
国
民
を
拘
束
す
る
が
、
そ
の
近
代
的
意
味
と
は
異
な
り
、
当
該
慣
習
を
採
用
し
た
国
家
の
み
を
拘
束
す
る
と
さ

れ
、
し
た
が
っ
て
一
般
的
拘
束
力
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

ヴ
ア
ツ
テ
ル
は
こ
れ
ら
四
つ
の
「
国
際
法
」
の
中
で
、
前
二
者
を
「
普
遍
国
際
法
」
（
ぽ
号
S
5
5
E色
、
後
二
者
を
「
特
別
国

（
判
）

際
法
」
（
－
o
骨
呂
志
3
5
E
R）
と
し
て
区
別
す
る
。
ま
た
、
後
三
者
は
、
そ
れ
ら
が
諸
国
家
の
意
思
に
由
来
す
る
ゆ
え
に
、
「
実
定
国

際
法
」
（
庁
舎
・
2
E
2
m
g
m
吉田
E
3
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
四
つ
の
観
念
は
相
互
に
調
和
す
る
も
の
と
の
前
提
に
立
っ
て
、
ヴ

ア
ツ
テ
ル
の
議
論
は
展
開
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
こ
れ
ら
の
間
で
抵
触
が
あ
る
場
合
の
議
論
も
行

わ
れ
て
い
る
た
め
、
以
上
に
述
べ
た
四
つ
の
区
分
を
前
提
と
し
て
、
抵
触
す
る
事
象
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
間
の

3ラ7

関
係
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。



先
ず
、
必
要
的
国
際
法
と
意
思
国
際
法
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
結
果
的
に
後
者
の
規
範
内
容
が
前
者
の
そ
れ
に
優
先
す
る
と
い
う

3う8
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論
理
的
帰
結
を
も
た
ら
す
議
論
が
頻
繁
に
登
場
す
る
。
例
え
ば
、
国
家
間
の
紛
争
の
解
決
方
法
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
、
ヴ
ア
ツ

テ
ル
は
、
自
然
国
際
法
（
即
ち
、
必
要
的
国
際
法
）
に
よ
り
勧
奨
さ
れ
た
幾
つ
か
の
解
決
手
段
を
列
挙
し
た
直
後
に
、
国
家
は
自
ら

の
自
然
的
自
由
の
た
め
に
適
切
で
あ
る
と
判
断
す
る
事
柄
は
正
当
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
旨
、
そ
し
て
、
必
要
的
国
際
法
が
勧

奨
す
る
平
和
的
手
段
を
用
い
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
敵
に
対
し
て
強
制
的
手
段
を
行
使
す
る
こ
と
を
意
思
国
際
法
は
正
当
と
認
め
て
い

る
旨
を
述
べ
て
い
る
。

慶醸の法律学

さ
ら
に
、
必
要
的
国
際
法
と
協
定
国
際
法
ま
た
は
慣
習
国
際
法
の
聞
に
抵
触
が
あ
る
場
合
、
必
要
的
国
際
法
は
常
に
他
の
二
者
に

優
先
す
る
旨
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
協
定
国
際
法
と
慣
習
国
際
法
は
軽
視
さ
れ
て
お
り
、
「
諸
々
の
条
約
や
様
々
な

慣
習
の
詳
細
は
歴
史
に
属
す
る
事
柄
で
あ
っ
て
、
国
際
法
の
体
系
的
論
文
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」
と
ま
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

結
局
、
ヴ
ア
ツ
テ
ル
は
実
際
上
四
つ
の
「
国
際
法
」
の
範
時
の
間
に
階
層
秩
序
を
設
け
て
お
り
、
そ
れ
は
意
思
国
際
法
が
必
要
的

国
際
法
に
優
越
し
、
両
者
の
下
に
協
定
国
際
法
及
び
慣
習
国
際
法
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

2 

条
約
の
地
位

以
上
に
瞥
見
し
て
き
た
ヴ
ア
ツ
テ
ル
の
国
際
法
理
論
体
系
の
中
で
は
、
条
約
（
協
定
国
際
法
）
は
慣
習
国
際
法
と
と
も
に
最
下
層

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
国
際
法
の
体
系
的
論
文
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」
と
さ
れ
た
条
約
が
実
際
に
は
い

か
な
る
扱
い
を
受
け
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
余
地
は
依
然
と
し
て
存
在
す
る
。

先
ず
、
条
約
の
法
的
拘
束
力
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
次
の
一
節
が
問
題
と
な
る
。

「
他
の
者
に
約
束
す
る
者
は
、
約
束
さ
れ
た
事
柄
を
要
求
す
る
真
の
権
利
を
そ
の
者
に
対
し
て
与
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
完



全
な
約
束
の
不
遵
守
が
他
方
の
権
利
の
侵
害
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
は
或
る
者
か
ら
そ
の
財
産
を
奪
う
不
正
と
同
様
に
明
白
な
不
正
で

あ
る
こ
と
が
、
自
然
法
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
。
：
：
：
［
中
略
］
：
：
：
も
し
人
聞
が
誓
約
（
宣
）
を
道
守
し
、
約
束
を
守
る
よ
う
義
務
付
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け
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
な
い
な
ら
ば
、
人
間
の
間
で
安
全
も
通
商
も
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
義
務
は
、
共
に
自
然
状
態
の
中
で
存
在

し
、
地
上
に
お
け
る
上
位
者
を
認
め
な
い
諸
国
民
（
］
g
z
m
E
S目
）
聞
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
社
会
に
お
け
る
秩
序
と
平
和
を
維
持
す
る
た

め
に
自
然
的
且
つ
疑
念
の
余
地
の
な
い
程
、
必
然
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
諸
国
民
及
び
そ
の
指
導
者
た
ち
は
、
彼
ら
の
約
束
と

条
約
（
－
o
E回
M
U
S
E
2
8問
符
－
o耳
目
叶
E
志
田
）
を
不
可
侵
の
も
の
と
し
て
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
偉
大
な
る
真
実
は
、
現
実
に
は

余
り
に
頻
繁
に
無
視
さ
れ
は
す
る
も
の
の
、
全
て
の
国
家
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

こ
の
よ
う
に
、
ヴ
ア
ツ
テ
ル
は
約
束
（
条
約
）

の
履
行
を
強
制
す
る
上
位
者
が
国
家
間
の
関
係
に
お
い
て
は
存
在
し
な
い
こ
と
や

条
約
が
し
ば
し
ば
道
守
さ
れ
な
い
と
い
う
現
実
を
認
め
つ
つ
も
、
国
家
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
社
会
に
お
け
る
秩
序
及
び
平
和
の
維
持

の
た
め
に
は
条
約
の
道
守
が
必
然
的
義
務
と
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
自
然
法
上
の
義
務
と
し
て
の
条
約
遵

守
義
務
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
実
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
規
範
論
と
し
て
は
条
約
は
自
然
法
上
の
義
務
に
支
持
さ
れ
た
法

的
拘
束
力
（
そ
の
意
味
で
は
間
接
的
な
拘
束
力
）
を
有
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

更
に
、
ヴ
ア
ツ
テ
ル
は
次
の
よ
う
に
も
論
じ
て
い
る
。

「
人
及
び
国
家
は
、
自
然
が
不
完
全
に
し
か
義
務
付
け
て
い
な
い
事
柄
に
つ
い
て
、
約
束
（
官
。
E
2
8目
）
に
よ
っ
て
相
互
に
義
務
を
負
わ

せ
得
る
。
国
家
は
他
国
家
と
の
通
商
を
行
う
完
全
な
権
利
を
自
然
的
に
は
決
し
て
有
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を
合
意
ま
た
は
条
約
に
よ
っ
て
獲

得
し
得
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
権
利
は
条
約
に
よ
っ
て
の
み
取
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」

359 
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こ
の
一
節
か
ら
、
条
約
に
よ
り
不
完
全
な
権
利
が
完
全
な
も
の
と
さ
れ
る
と
ヴ
ア
ツ
テ
ル
が
考
え
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

換
言
す
る
な
ら
ば
、
条
約
は
完
全
な
権
利
義
務
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
自
然
法
上
不
完
全
ま
た
は

360 
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不
明
確
な
事
柄
に
関
し
て
は
、
条
約
の
締
結
は
望
ま
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
（
実
際
に
、
条
約
締
結
を
積
極
的

に
勧
め
る
議
論
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
）
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
自
然
国
際
法
上
は
不
法
な
協
定
国
際
法
及
び
慣
習
国
際
法
で
あ
っ
て
も
、

「
外
的
法
」
（
骨

2
5
5
B
O）
（
意
思
国
際
法
）
に
よ
れ
ば
、
諸
国
家
の
自
由
独
立
と
い
う
観
点
か
ら
、
完
全
な
権
利
を
侵
害
し
な
い
限

り
、
不
法
で
非
難
す
べ
き
こ
と
で
も
他
の
諸
国
家
に
よ
り
「
耐
忍
」

2
2
2円
）
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
ば
し
ば
有
効
と
な
る

と
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
（
ま
た
、
既
に
触
れ
ら
れ
た
よ
う
に
、
意
思
国
際
法
が
実
定
国
際
法
で
あ
る
と
さ
れ
な
が
ら
、
次
に
確
認
さ
れ
る

よ
う
に
、
意
思
国
際
法
が
名
目
的
な
「
推
定
さ
れ
た
合
意
」
に
基
づ
く
も
の
で
し
か
な
い
と
す
れ
ば
、
よ
り
明
確
な
内
容
を
有
す
る
（
完
全
な

権
利
義
務
を
規
定
す
る
）
条
約
の
実
際
上
の
重
要
性
は
よ
り
一
層
高
ま
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
）

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ヴ
ア
ツ
テ
ル
は
、
彼
の
国
際
法
体
系
に
関
す
る
一
般
論
に
お
い
て
条
約
（
協
定
国
際
法
）
の
地
位
を
慣
習
国

際
法
と
同
様
最
下
層
に
位
置
付
け
て
お
り
、
さ
ら
に
、
国
際
法
の
体
系
的
叙
述
か
ら
条
約
を
排
除
す
る
よ
う
な
論
述
を
行
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
実
際
に
は
、
（
そ
の
拘
束
力
の
淵
源
を
自
然
法
上
の
義
務
に
求
め
つ
つ
）
条
約
に
重
要
な
機
能
を
担
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

3 

条
約
と
国
家
意
思
の
関
係

ヴ
ア
ツ
テ
ル
は
、
意
思
国
際
法
の
下
に
国
際
法
を
整
序
し
た
。
そ
の
整
序
さ
れ
た
体
系
の
中
で
の
条
約
と
国
家
意
思
の
関
係
に
つ

い
て
の
考
察
を
、
先
ず
、
こ
の
意
思
国
際
法
に
お
け
る
「
意
思
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の

意
味
の
解
明
の
端
緒
は
、
意
思
国
際
法
が
い
か
な
る
合
意
に
基
づ
く
の
か
に
つ
い
て
の
考
察
に
あ
る
。

ヴ
ァ
ッ
テ
ル
は
こ
れ
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
意
思
国
際
法
は
行
動
の
規
則
或
い
は
外
部
的
な
法
規
則
に
存
し
、
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そ
の
規
則
に
合
意
す
る
よ
う
自
然
法
が
諸
国
家
に
対
し
て
義
務
付
け
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
我
々
は
世
界
中
の
記
録
を
渉
猟
す

る
こ
と
な
く
そ
れ
ら
諸
国
家
の
合
意
を
正
し
く
推
定
す
る
。
」
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
合
意
は
「
推
定
さ
れ
た
合
意
」
な
の
で
あ
る
。

結
局
、
こ
の
「
推
定
さ
れ
た
合
意
」
は
自
然
法
に
よ
り
根
拠
付
け
ら
れ
る
合
意
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
意
思
国
際
法
は

国
家
の
意
思
に
基
づ
く
実
定
国
際
法
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
そ
の
実
定
性
は
擬
制
的
な
も
の
で
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
換

言
す
れ
ば
、
彼
の
「
推
定
さ
れ
た
合
意
」
は
名
目
的
な
合
意
に
過
ぎ
ず
、
合
意
（
意
思
）
を
基
礎
と
し
て
自
然
法
を
説
明
す
る
と
い

う
機
能
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
意
思
は
い
わ
ば
「
擬
制
と
し
て
の
意
思
」
で
あ
っ
て
、
実

体
は
伴
わ
な
い
も
の
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
前
述
の
意
思
国
際
法
と
必
要
的
国
際
法
の
関
係
を
巡
る
議
論
の
中
で
触
れ
ら
れ
た
よ
う
に
、
国
家
が
自
ら
の
自

然
的
自
由
の
た
め
に
適
切
で
あ
る
と
判
断
す
る
事
柄
は
正
当
と
み
な
さ
れ
、
ま
た
、
必
要
的
国
際
法
が
勧
奨
す
る
平
和
的
手
段
を
用

い
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
敵
に
対
し
て
強
制
的
手
段
を
行
使
す
る
こ
と
を
意
思
国
際
法
は
正
当
と
認
め
て
い
る
と
の
議
論
か
ら
は
、
国

家
意
思
の
自
然
法
に
対
す
る
優
越
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
な
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
議
論
に
お
け
る
「
意
思
」
は

意
思
国
際
法
に
お
け
る
「
意
思
」
で
あ
る
た
め
に
、
「
擬
制
と
し
て
の
意
思
」
に
過
ぎ
な
い
と
も
解
さ
れ
る
。

そ
れ
で
も
、
協
定
国
際
法
に
対
し
て
ヴ
ア
ツ
テ
ル
が
与
え
た
実
質
的
な
重
要
性
を
勘
案
す
れ
ば
、
彼
が
国
家
意
思
を
重
視
し
て
い

た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
協
定
国
際
法
を
作
成
す
る
「
意
思
」
は
意
思
国
際
法
に
お
け
る
「
擬
制
と
し
て
の
意
思
」
で

は
な
く
、
実
際
に
当
事
者
（
国
）
の
意
思
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
が
実
質
的
に
意
思
主
義

に
立
っ
て
い
た
も
の
と
も
言
い
得
る
の
で
あ
る
（
但
し
、
条
約
の
拘
束
力
は
自
然
法
的
観
念
に
支
え
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
合
意
主
義
的

理
論
で
は
な
い
。
）
。
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G自
己
2
。
2
E
O
B色
。

E
戸
担
当
（
司
自
E
ロ唱。
P
0・
門
・
咽
】
虫
色
）

（竹刀）

b
c－－
vgr自
白
色
BPOKH・

（

M
M）

b
c・MME－－

sE臼呂田
U
2・

（H
U
）
ロ
ロ
リ
司
自
白
目
白
色
g
p
o
a－－

（話）

b
c・
司
自
民
自
尽
包
B
P
合・

（
幻
）
』
ヨ
ミ
・

（苅）

bρ
同

M
E－－
B
S巳自国唱。∞・

（
持
）
匂
門
戸
口
戸
官
。
N
・

（判）

U
G－－
v
B
Z
E宮山口
g
p
g
z
’N－－

（引）

bquMMBEEFロ臼
B
P
O
M∞・

（位）

b
c
w

－vB
－F5
5
3
8∞woNhF・

（

門

的

）

b
c
w

－uB
E
E白
色
B
F
O
N凶・

（M
H

）

U
G－－
M
E－－自白色目印・
0
N
品・

（M
W
）
同
）
門
戸
司
自
ロ
目
白
色
呂
田
湖
沼
寸
・

（M
刊
）
例
え
ば
、

u
c－
F
Z
Z？
2
に
お
け
る
取
得
時
効
（
E

喜
男
宅
E
z
ま
た
は
ぜ
5
2
q守
H
E－
－
）
に
関
す
る
議
論
を
見
よ
。

（灯）

b
c・
戸
忽
凶
M
小山品・

（特）

b
c
w
戸。一口一戸

（
特
）
例
え
ば
、

U
C
L
F
Z
E
O－
－
。
ァ
コ
。
u

也
戸
及
び
凶
ニ
に
お
け
る
議
論
を
見
よ
。

（

到

）

b
p】

M
gロ
BSmw町
o
p
O
M品・

（
引
）
周
知
の
よ
う
に
、
ヴ
ア
ツ
テ
ル
は
ヴ
ォ
ル
フ
の
理
論
の
継
承
者
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
理
論
的
継
承
は
、
ヴ
ア
ツ
テ
ル
の
「
条
約
の
国
際
法
体
系

か
ら
の
放
逐
」
と
も
言
う
べ
き
理
解
に
も
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ヴ
ォ
ル
フ
の
場
合
、
少
な
く
と
も
彼
の
『
科
学
的
方
法
に
よ
っ
て
考

察
さ
れ
た
国
際
法
論
」
（
門
戸
当
。

R
e雪
官

E
S
ミ
so号
R
ぎ
ま
shuqHEnsss
（
コ
さ
）
（
本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
「
国
際
法
古
典
叢
書
」
（
叶
宮
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以
下
、
註
で
引
用
す
る
場
合
に
は

E
b
q
z
と
略
記
す
る
。
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一八世紀中葉の「国際法J学説における「国際法j・「条約」・「国家意思」（明石欽司）

Q
虫
色
。
由
。
片
岡
ロ
件
。
自
色
。

s－門
担
当
（
O
M皆同色＼円。足。
P
3岩
）
）
所
収
の
一
七
六
四
年
版
を
参
照
し
た
。
）
に
お
い
て
は
、
条
約
に
関
す
る
一
般
理
論
を
扱

う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
個
別
具
体
的
な
条
約
や
条
文
を
自
己
の
理
論
の
正
当
性
を
補
強
す
る
た
め
や
慣
行
の
存
在
証
拠
と
し
て
引
用
す
る
こ
と
は
な
い
。

彼
は
、
条
約
及
び
慣
習
と
い
っ
た
「
諸
々
の
特
別
国
際
法
」
ぐ
．

R
E
Eミ
S
E可
官
官
誌
を
さ
）
を
扱
わ
な
い
と
し
、
そ
の
理
由
を
そ
れ
ら
が
「
科
学
」

（h
R
S
E）
に
な
じ
ま
な
い
こ
と
を
挙
げ
（
、
さ
な
喝
さ
S
F
お
と
、
実
際
の
記
述
に
お
い
て
こ
れ
を
実
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ヴ
ォ
ル
フ
と
同
様
に
「
自
然
法
学
派
」
に
属
す
る
と
み
な
さ
れ
て
き
た
プ
l
フ
エ
ン
ド
ル
フ
（
∞
・

2
P足
。
ろ
は
一
六
七
二
年
に
上
梓
さ

れ
た
『
自
然
法
及
び
国
際
法
論
』
（
ロ
ミ
史
認
さ
宣
言
内
ミ
鳴

E
S
Eミ
R
E）
（
本
稿
執
筆
に
際
し
て
参
照
し
た
版
は
、
「
国
際
法
古
典
叢
書
」
（
P
0

2
2
2
2
0
2
E
O
B色
。

E
－

zdそ（
O
洲町。円
R
Z
E。
P
3凶

h
H

）
）
所
収
の
一
六
八
八
年
版
で
あ
り
、
以
下
の
引
用
・
参
照
箇
所
（
篇
（
h
志
向
可
）
、
章
（

P
E
H）、

節
（
申
）
の
順
で
あ
る
。
）
も
同
版
に
依
拠
し
て
い
る
。
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

プ
l
フ
エ
ン
ド
ル
フ
は
、
「
国
際
法
」
ぐ
．
5
鳴
認
を
さ
）
と
は
専
ら
自
然
法
で
あ
り
、
自
然
法
と
し
て
以
外
に
国
際
法
は
存
在
し
な
い
と
い
う
前
提
に

立
つ
た
め
、
自
然
法
に
抵
触
す
る
国
際
法
は
存
在
し
な
い
こ
と
と
な
り
、
国
際
法
に
つ
い
て
の
独
自
の
議
論
は
不
要
で
あ
る
と
す
る
。
（
N
E
R咽戸
E
咽

M
M
）
そ
し
て
、
（
同
盟
）
条
約
志
向
札
E
）
や
講
和
（
志
向
志
S
E）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
個
別
の
協
定
（

R
g
b
Q
5
8電
S
S）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ら
を
法
ぐ
．
5
）
或
い
は
法
律
（
～
2
）
と
呼
ぶ
こ
と
は
正
し
く
な
い
と
さ
れ
る
。
「
そ
れ
ら
は
む
し
ろ
歴
史
が
自
己
に
属
す
る
も
の
と
主
張
す
る
」
（
ミ
送

、ミ
S
E
h
sさ
え
E
S侍
き
て

S込
RH）
事
項
な
の
で
あ
る
。
（
思
ミ
・
・
口
w
E岨
N
W
）
つ
ま
り
、
個
別
の
条
約
（
さ
ら
に
は
慣
習
（
慣
習
に
つ
い
て
も
自
然

法
に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
邑
R
L
F
E－
－
出
・
）
）
は
、
歴
史
的
事
実
の
問
題
で
あ
る
が
ゆ
え
に
歴
史
学
の
対
象
で
あ
っ
て
、
彼
の
国
際
法
の
体

系
に
関
す
る
考
察
の
対
象
と
は
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（ロ）

U
C
U
F
O
－。凶・

（日）

b
c
u
－－
O
A
W

以・

（
日
）
同
）
門
戸
F
O
N
ま
山
口
H
u
o

－
ロ
・
ヴ
ア
ツ
テ
ル
が
条
約
締
結
を
積
極
的
に
勧
め
て
い
る
点
に
関
し
て
は
、
柳
原
正
治
『
ヴ
ォ
ル
フ
の
国
際
法
理
論
』
（
有
斐

閣
、
一
九
九
八
年
）
二
六
二
頁
も
見
よ
。

b
c
u同

MZE55mwFBFO
宅
ミ
M
mぃ・

b
c・ロ
H
W
0
3
N
・

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
に
お
い
て
同
旨
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
同
∞
－

m戸邑仏
upE尽
き
む
き
さ
～
h
b
g、
s
s
n
同
ミ
九
W
F
H
m
a
s
S
H
（
Z04司
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（日）
（%） 

（灯）
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百円
F
3
3）
七
・
吋
。
・

見）

b
c咽口湖一芯一凶一団・
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四

ヒ
ュ
プ
ナ
l
の

「
国
際
法
」
観
念
と
条
約
の
地
位

「
国
際
法
」
の
定
義
と
分
類

ド
イ
ツ
に
生
ま
れ
、
後
に
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の
た
め
に
活
躍
し
た
マ
ル
テ
ィ
ン
H

ヒ
ュ
プ
ナ
l
は
、
『
中
立
船
舶
捕
獲
論
』
を
一

七
五
九
年
に
公
刊
し
て
い
る
。
こ
の
著
作
は
、
捕
獲
法
に
関
し
て
詳
細
に
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
多
数
の
国
家
実
行
の
列
挙
と
共
に

議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
証
的
著
作
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
の
著
作
と
同
様
、
国
際
法

の
一
般
理
論
に
つ
い
て
体
系
的
叙
述
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
随
所
で
そ
れ
に
関
わ
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
特
に
、
第
一
巻

第
一
部
第
五
章
（
交
戦
国
の
中
立
船
舶
捕
獲
権
の
起
源
及
び
基
礎
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
）
及
び
第
二
巻
第
二
部
第
一
章
（
「
協
定
国

際
法
に
従
っ
た
中
立
船
舶
捕
獲
一
般
」
に
関
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
）
で
は
、

ヒ
ュ
プ
ナ
l
の
国
際
法
体
系
に
つ
い
て
比
較
的
纏
ま
っ
た

論
述
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ヒ
ュ
プ
ナ
l
は
、
「
国
際
法
」
（
庁
号
皇
仏
2
m
g目
）
自
体
の
定
義
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
に
、
国
際
法
の
分
類
を
試
み
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
は
国
際
法
の
存
在
を
所
与
の
も
の
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
彼
の
国
際
法
の
分
類
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

彼
は
先
ず
、
国
際
法
を
「
普
遍
国
際
法
」
（

r
u
g－E
2
0
0
5
巴ロ

3
吋
阻
止
）
と
「
協
定
国
際
法
」
（
］
O
P
2
三
a
p
s
p号
8
5
5
0－）

に
区
分
し
、
こ
れ
ら
二
種
の
国
際
法
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

先
ず
、
第
一
巻
第
一
部
第
五
章
に
お
い
て
、
普
遍
国
際
法
と
は
、
「
地
上
の
全
て
の
諸
人
民
宿
2
1
2）
に
対
し
て
、
国
家
（
匹
g
a）



間
の
平
和
を
保
つ
た
め
に
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
」
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
例
え
ば
中
立
法
に
つ
い
て

見
れ
ば
、
全
て
の
中
立
国
の
義
務
を
規
定
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
妥
当
性
ゆ
え
に
「
普
遍
的
」
で
あ
る
も
の
と

一八世紀中葉の「国際法」学説における「国際法」・「条約」・「国家意思」（明石欽司）

構
想
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
二
巻
第
二
部
第
一
章
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
協
定
国
際
法
と
は
、
実
定
国
際
法

（－
o
P
2
E
g
p
s
g∞
－
き
で
あ
り
、
ま
た
特
別
国
際
法
（
Z
U
8広
島

2
0
0
5
2
a
g
i－－
o乙
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

は
「
主
権
国
家
ま
た
は
そ
の
元
首
に
よ
り
結
ば
れ
た
約
束
（

g宮
mosgg）
に
基
づ
き
、
締
約
当
事
国
相
互
の
行
為
を
律
す
る
た
め

に
作
成
さ
れ
た
義
務
的
規
則
の
集
合
体
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
よ
り
具
体
的
に
そ
れ
は
、
条
約
（
H
a
s
p
否
）
、
協
定
（
円
。
君
。
E
5
5）

及
び
協
約
（
内
8
5
E
5
5）
と
い
っ
た
形
式
で
実
現
さ
れ
る
こ
と
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、

ヒ
ュ
プ
ナ
l
は
普
遍
国
際
法
と
協
定
国
際
法
の
相
異
に
も
言
及
す
る
。
先
ず
、
両
者
の
妥
当
範
囲
の
問
題
に
つ
い
て
、

「
団
体
と
し
て
の
諸
人
民
（
窓
口
主
主
ま
た
は
自
由
且
つ
独
立
な
諸
国
民
（
Z
包

g田
）
の
相
互
的
権
利
及
び
義
務
は
、
普
遍
的
な
も
の

と
特
別
な
も
の
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
と
お
り
、
協
定
国
際
法
は
合
意
を
行
っ
た
諸
国
民
の
み
を
義
務

付
け
る
の
に
対
し
て
、
普
遍
国
際
法
は
世
界
中
の
主
権
的
国
家
（
既
知
の
も
の
も
未
知
の
も
の
も
）
に
関
わ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る

（
尚
、
そ
の
際
に
、
普
遍
国
際
法
は
文
明
社
会
の
観
念
が
及
ぶ
範
囲
ま
で
及
ぶ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
は
注
意
を
要
す
る
。
）
。

次
に
、
よ
り
重
要
な
問
題
と
し
て
、
両
者
の
内
容
上
の
抵
触
に
関
す
る
問
題
が
存
在
す
る
。
ヒ
ュ
プ
ナ
l
は
、
普
遍
国
際
法
と
協

定
国
際
法
の
内
容
が
頻
繁
に
相
異
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
容
易
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
両
者
が
抵
触
す
る
場
合

が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
に
、
協
定
国
際
法
と
し
て
の
条
約
は
締
約
国
に
よ
り
道
守
さ
れ
る
範

囲
に
お
い
て
の
み
有
効
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
普
遍
国
際
法
の
命
ず
る
事
柄
は
常
に
効
力
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

協
定
国
際
法
は
普
遍
国
際
法
に
直
接
的
に
は
何
ら
関
係
せ
ず
、
共
通
の
利
益
に
何
ら
の
直
接
的
効
果
も
有
し
な
い
た
め
、
協
定
国
際

法
を
「
第
二
次
的
国
際
法
」
（
－

o
p
g
母
印
。

o
g
r
g
E自
白
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
普
遍
国
際
法
を
「
第
一
次
的
国
際

法
」
と
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ヒ
ュ
プ
ナ
l
が
普
遍
国
際
法
を
協
定
国
際
法
（
条
約
）
に
優
位
さ
せ
て
い

36う



る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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2 

条
約
の
地
位

次
に
、
こ
の
協
定
国
際
法
と
し
て
の
条
約
の
地
位
に
つ
い
て
の
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
こ
で
重
要
と
思
わ
れ
る
こ
と

が
、
ヒ
ユ
プ
ナ
l
の
「
法
」
概
念
で
あ
る
。
彼
は
、
真
の
法
（
戸
。
仲
）
を
「
義
務
的
規
則
で
あ
つ
て
正
統
な
主
権
者
（
己
ロ
∞
。
己
〈
。
円
ω仲

ロ

芯
加の

よ
う
な
意
味
で
の
法
を
実
現
す
る
制
度
や
機
関
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
る

O

さ
ら
に
、
協
定
国
際
法
の
規
則
を

法
と
み
な
し
得
る
も
の
と
す
る
唯
一
の
考
慮
は
、
最
終
的
に
は
そ
の
約
束
に
対
す
る
信
義
を
命
ず
る
自
然
法
（
Z
F
B
E
E－－o
）
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
、
協
定
国
際
法
、
そ
し
て
そ
れ
を
具
現
化
す
る
条
約
に
つ
い
て
、
一
方

で
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
を
実
定
法
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
他
方
で
、
究
極
的
に
は
そ
れ
を
真
の
法
と
は
み
な
し
て
い
な
い
こ

と
に
な
る
。
彼
は
、
こ
の
矛
盾
を
意
識
し
て
か
、
合
意
さ
れ
、
批
准
さ
れ
た
条
約
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
人
道
の
普
遍
的
立
法
」
（
Z

E
m
E註
8
5
5同問。＝。号－
d
c
E
S芯
）
が
そ
れ
ら
を
細
心
の
注
意
を
も
っ
て
道
守
す
る
こ
と
を
命
ず
る
ゆ
え
に
、
協
定
国
際
法
が
完

全
に
義
務
的
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
も
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
、
条
約
の
法
的
拘
束
力
が
「
人
道
の
普

遍
的
立
法
」
の
存
在
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
と
し
て
お
り
、
条
約
の
法
的
拘
束
力
は
全
否
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
中
間
的

な
場
所
に
条
約
を
置
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
但
し
、
こ
の
「
人
道
の
普
遍
的
立
法
」
に
つ
い
て
の
説
明
は
見
出
さ
れ
な
い
。
）
。

こ
の
よ
、
つ
に
、

ヒ
ュ
プ
ナ
l
の
条
約
の
法
的
拘
束
力
に
関
す
る
説
明
は
、
不
充
分
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
彼

が
、
諸
国
家
間
で
の
立
法
機
関
や
強
制
機
関
の
欠
如
と
い
う
状
況
を
認
め
つ
つ
も
、
何
ら
か
の
拘
束
力
を
条
約
に
付
与
す
る
た
め
の

理
論
構
築
を
試
み
て
い
る
こ
と
は
理
解
さ
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、

ヒ
ュ
プ
ナ
l
が
条
約
の
法
的
拘
束
力
を
認
め
る
か
否
か
と
い
う
問
題
と
、
彼
が
条
約
を
論
証
の
過
程
で
ど
の
よ
う
に
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扱
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
別
の
問
題
で
あ
る
。
彼
は
多
く
の
頁
を
先
例
や
個
別
の
条
約
規
定
の
説
明
に
当
て
て
お
り
、
特
に
、
『
中

立
船
舶
捕
獲
論
』
第
二
巻
の
後
半
を
占
め
る
第
四
部
で
は
個
別
の
条
約
規
定
の
引
用
や
解
釈
が
議
論
の
中
心
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

点
で
、
彼
の
論
証
に
と
っ
て
協
定
国
際
法
は
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
論
証
方

法
に
お
い
て
も
、
彼
が
普
遍
国
際
法
に
大
幅
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ヒ
ユ
プ
ナ

i
は
、
慣
習
を
構

成
す
る
筈
の
条
約
規
定
か
ら
適
切
な
規
則
や
原
則
を
導
出
す
る
の
で
は
な
く
、
「
正
し
き
理
性
の
恒
常
的
命
令
」
（
宮
〉

a
a
g口
忠
告
∞

号
宮
島

2
g
r
gロ
）
、
「
普
遍
的
衡
平
の
不
変
の
原
則
」
（

E
Eロ
毛
2
5
g立
与
目
。
号
－

d
A
E
2号
og－－
o）
等
々
の
観
念
を
頻
繁
に
活

用
し
つ
つ
、
規
則
を
確
定
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
彼
が
条
約
そ
れ
自
体
の
価
値
を
無
視
す
る
こ
と
に
跨
踏
し
て
い
な
い
と
い
う
態

度
が
看
取
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
こ
の
点
は
、
パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
が
、
究
極
的
に
は
理
性
を
重
視
し
た
に
し
ろ
、
条
約
の
存
在
に
対
し

て
法
則
確
定
に
際
し
て
、
幾
ら
か
で
も
重
要
性
を
付
し
て
い
た
こ
と
と
比
較
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
）
。

ヒ
ュ
プ
ナ
l
に
と
っ
て
は
、
普
遍

国
際
法
の
内
容
こ
そ
が
最
重
要
な
問
題
な
の
で
あ
っ
て
、
条
約
の
内
容
そ
の
も
の
は
全
く
便
宜
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

条
約
に
つ
い
て
は
、
彼
は
た
だ
、
問
題
と
な
っ
た
条
約
が
、
衡
平
及
び
理
性
に
よ
る
規
律
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
内
容
を
規
定

す
る
も
の
か
、
ま
た
は
、
自
然
法
の
命
ず
る
事
柄
に
合
致
す
る
も
の
か
に
つ
い
て
だ
け
関
心
を
払
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
者
に
つ

い
て
単
純
義
務
（
。
Z
宙
往

S
∞5
1
0）
を
合
意
す
る
も
の
、
後
者
に
つ
い
て
二
重
義
務
（
。
Z
仲間呂

g
号
与
を
を
含
意
す
る
も
の
と
し

て
い
る
。
何
れ
に
し
ろ
、
理
性
的
な
自
然
法
に
基
づ
く
規
則
に
適
合
す
る
か
否
か
だ
け
が
ヒ
ユ
プ
ナ
l
の
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
先
述
の
個
別
的
効
力
以
上
の
条
約
の
意
義
は
、
国
際
法
の
一
般
理
論
の
中
で
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

条
約
と
国
家
意
思
の
関
係

ヒ
ュ
プ
ナ
l
の
論
述
中
に
は
条
約
や
先
例
が
多
く
援
用
さ
れ
て
お
り
、

3 

一
見
し
た
と
こ
ろ
、
彼
の
論
証
方
法
は
実
証
的
で
あ
る
よ

367 

う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
条
約
の
拘
束
力
は
（
信
義
を
命
ず
る
）
自
然
法
に
基
づ
く
の
で
あ
り
、
国
家
意
思
は
条
約
の
拘
束
力
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全
な
る
理
性
」
（

E
S
S
E
gロ
）
も
次
の
箇
所
に
登
場
す
る
。
旬
ヨ
ト

3
・
E
N
ミ
M
。寸・

（行）

h
h
w
R
F
司・

5
凶
・
さ
ら
に
、
次
の
箇
所
を
見
よ
。
包
－
ト

3
・＝
P
N
O
F
ミ
N
E・

（
苅
）
ヒ
ユ
プ
ナ
l
は
、
パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ

1
ク
と
同
様
、
理
性
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
慣
習
を
確
定
す
る
と
い
う
方
法
を
採
っ
て
い
る
か
の
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
際
に
条
約
に
与
え
ら
れ
る
価
値
は
全
く
異
な
る
。
但
し
、
そ
の
相
異
は
飽
く
ま
で
も
表
面
的
な
も
の
で
し
か
な
い
と
も

言
え
る
。
即
ち
、
ヒ
ュ
プ
ナ
l
は
理
性
を
慣
習
に
直
接
結
び
付
け
る
（
同
時
に
条
約
の
法
的
価
値
を
否
定
す
る
）
と
い
う
単
線
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

採
用
し
て
お
り
、
パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
は
、
理
性
と
実
行
の
両
者
を
援
用
す
る
と
い
う
複
線
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

ヒ
ユ
プ
ナ
l
は
条
約
の
効
力
そ
れ
自
体
は
否
定
し
な
い
も
の
の
、
パ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
の
方
法
を
さ
ら
に
極
端
に
押
し
進
め
た
か
た
ち
で
、
条
約

に
対
し
て
個
別
的
効
力
以
上
の
な
に
も
の
を
も
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

（打）

h
N
W
」
〈
咽
戸

3
・－
NAγ

寸・

（
冗
）
ペ
イ
レ
ス
は
、
ヒ
ュ
プ
ナ
l
が
所
与
の
条
約
が
（
普
遍
）
国
際
法
か
ら
の
逸
脱
で
あ
る
か
或
い
は
そ
の
例
示
な
の
か
と
い
う
点
に
は
さ
し
た
る

関
心
を
有
し
て
い
な
い
と
、
指
摘
し
て
い
る

o
m・
3同
2
・内ミ

ss～
足
。
与
え
内

S
人
事
立
さ
と
耐
凡
な
H
h

ミ
凶
も
よ
ー
と
（
。
凶
P
E
3凶∞）
w

喝・

5
＠・

五

ま
と
め

以
上
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
事
柄
は
、
次
の
諸
点
に
纏
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
に
、
本
稿
で
考
察
の
対
象
と
さ
れ
た
三
者
の
国
際
法
理
論
に
お
い
て
は
、
「
条
約
」
（
明
示
的
合
意
）
が
国
際
法
体
系
の
中
で

触
れ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
条
約
を
国
際
法
の
直
接
的
法
源
と
す
る
か
否
か
と
い
う
点
で
は
一
致
が
見
ら
れ
な
い
。
即
ち
、
バ
イ

ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
は
条
約
を
直
接
的
法
源
と
し
な
い
と
い
う
立
場
に
立
ち
、
ヴ
ア
ツ
テ
ル
は
「
協
定
国
際
法
」
と
し
て
の
条
約
を
国

際
法
の
体
系
の
中
に
包
摂
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
「
国
際
法
の
体
系
的
論
文
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」
と
い
う
両
義
的
立
場
を
採
用
し
、

ヒ
ュ
プ
ナ
l
は
条
約
を
一
応
は
法
源
と
し
て
認
め
て
い
る
も
の
の
、
「
第
二
次
的
国
際
法
」
と
し
て
の
地
位
に
と
ど
め
て
い
る
の
で

369 



あ
る
。

公法E

370 

第
二
に
、
論
証
過
程
に
見
ら
れ
る
条
約
の
実
際
上
の
地
位
に
つ
い
て
も
、
三
者
の
理
解
は
一
致
し
な
い
。
即
ち
、
パ
イ
ン
ケ
ル
ス

慶醸の法律学

フ
l
ク
は
条
約
を
理
性
の
も
た
ら
す
結
論
に
従
属
さ
せ
る
の
に
対
し
て
、
ヴ
ア
ツ
テ
ル
は
む
し
ろ
条
約
を
実
質
的
に
重
視
し
て
お
り
、

ま
た
、
ヒ
ュ
プ
ナ

l
は
「
普
遍
国
際
法
」
や
「
正
し
き
理
性
」
を
条
約
に
完
全
に
優
越
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
第
一
・
二
点
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
三
者
間
の
相
異
に
も
拘
ら
ず
、
条
約
の
拘
束
力
が
何
ら
か
の
論
理
に
よ
っ
て
承
認
さ

れ
て
い
る
点
で
は
、
三
者
は
一
致
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
も
、
三
者
と
も
に
、
合
意
そ
れ
自
体
に
拘
束
力
を
認
め
る
の

で
は
な
く
、
別
個
の
観
念
や
規
範
（
「
信
義
及
び
公
共
の
便
宜
」
、
「
社
会
に
お
け
る
秩
序
及
び
平
和
の
維
持
」
、
「
人
道
の
普
遍
的
立
法
」
等
）

を
媒
介
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
「
間
接
的
」
に
そ
の
拘
束
力
を
承
認
す
る
と
い
う
理
解
に
立
っ
て
い
る
点
は
注
意
を
要
す

る
第
四
に
、
第
三
点
か
ら
の
帰
結
と
し
て
、
三
者
は
何
れ
も
条
約
の
拘
束
力
の
淵
源
を
国
家
意
思
や
そ
の
合
致
（
合
意
）
と
い
う
事

実
そ
れ
自
体
に
求
め
て
い
な
い
。

最
後
に
、
「
条
約
」
（
明
示
的
合
意
）
が
国
際
法
理
論
の
中
心
的
問
題
と
は
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
点
に
お
い
て
も
、
三
者
の
理

論
は
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
三
者
に
お
け
る
「
条
約
」
の
「
国
際
法
」
理
論
上
の
扱
い
は
多
様
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
彼
ら
の
国
際
法
理
論

に
お
け
る
主
要
な
考
察
対
象
と
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
間
接
的
に
条
約
の
拘
束
力
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
の
原
因
は
、
彼
ら
が
「
国
際
法
」
と
し
て
理
論
構
築
し
よ
う
と
試
み
た
事
柄
が
、
普
遍
的
拘
束
力
を
有
す
る
法
規
範
で
あ
っ

た
こ
と
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
即
ち
、
当
時
の
条
約
は
二
国
間
条
約
が
基
本
で
あ
り
、
そ
の
普
遍
的
拘
束
性
の
欠
如
が
明
白
で
あ

っ
た
が
ゆ
え
に
、
条
約
は
彼
ら
の
考
察
の
中
心
的
対
象
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
条
約
に
は
国
家
意
思
が
最
も
単
純
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
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し
て
の
条
約
を
主
要
な
考
察
対
象
と
し
な
い
こ
と
は
、
国
家
意
思
を
主
要
な
考
察
対
象
と
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
よ
う
な

情
況
に
お
い
て
、
条
約
の
拘
束
力
を
国
家
意
思
に
基
づ
か
せ
る
と
い
う
こ
と
は
理
論
的
に
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

に
別
個
の
（
或
い
は
、
別
次
元
の
）
観
念
や
規
範
を
援
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

結
局
、
一
八
世
紀
に
お
け
る
「
国
際
法
」
学
説
に
お
い
て
、
国
家
意
思
は
国
際
法
学
の
主
た
る
考
察
対
象
で
は
な
く
、
ま
し
て
や

国
際
法
の
拘
束
力
の
淵
源
と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
一
八
世
紀
の
諸
理
論
に
依
拠
す
る
限
り
、
ど
の
よ
う
に

「
実
証
主
義
的
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
外
装
を
整
え
よ
う
と
も
、
国
際
法
理
論
が
一
九
世
紀
の
実
証
主
義
法
学
者
か
ら
の
批
判
を
回

避
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

一
九
世
紀
の
国
際
法
学
者
は
、
国
家
意
思
に
対
し
て
絶
対
的
重
要
性
を
付
与
し
た

の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
真
の
意
思
主
義
的
或
い
は
合
意
主
義
的
国
際
理
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が

実
証
主
義
国
際
法
学
の
確
立
の
基
礎
と
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
世
紀
国
際
法
学
の
諸
理
論
が
国
家
意
思
を
基
礎
と
す
る
実
定
国
際
法
の
存
在
証
明
に
努
力
を
傾
注
し
た
こ
と
の
結

果
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
仮
に
そ
れ
が
国
際
法
（
学
）
の
国
家
意
思
へ
の
従
属
化
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

「
国
家
間
関
係
を
規
律
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
国
際
法
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
国
家
意
思
や
主
権
と
い
っ

た
概
念
を
基
底
に
据
え
た
「
実
証
主
義
国
際
法
学
」
の
確
立
が
国
際
法
（
学
）
の
存
在
自
体
を
脅
か
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
或
る
種

の
矛
盾
を
苧
み
な
が
ら
一
九
世
紀
国
際
法
学
は
展
開
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
矛
盾
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
に
、
条
約
の
拘

束
力
の
淵
源
を
巡
る
問
題
は
国
際
法
学
の
主
た
る
考
察
対
象
の
一
覧
表
か
ら
徐
々
に
消
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
乃
）
仮
に
、
国
家
意
思
を
問
題
と
す
る
な
ら
ば
、
「
国
際
法
」
の
一
般
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
ヴ
ア
ツ
テ
ル
が
主
張
し
た
よ
う
な
「
実
定
国
際
法
」

と
し
て
の
「
意
思
国
際
法
」
が
国
家
の
「
推
定
さ
れ
た
合
意
」
に
基
づ
く
と
い
う
よ
う
な
、
何
ら
か
の
擬
制
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
擬
制
が
、
国
家
意
思
の
実
体
を
伴
わ
な
い
こ
と
は
本
論
に
お
い
て
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
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（
別
）
一
人
世
紀
に
お
い
て
、
本
稿
の
考
察
対
象
と
さ
れ
た
三
者
と
は
異
な
る
論
証
方
法
を
採
用
し
よ
う
と
し
た
の
が
モ

1
ザ
l

（H
H

冨
2
2）
で
あ

っ
た
。
彼
は
、
「
前
世
紀
の
初
め
以
来
：
：
：
［
中
略
］
：
：
：
国
際
法
に
関
し
て
多
く
の
こ
と
が
、
そ
し
て
極
め
て
美
し
い
事
柄
が
描
か
れ
て
き
た
に
せ

よ
」
こ
れ
ま
で
国
際
法
の
著
作
者
達
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
事
柄
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
諸
原
則
が
諸
国
家
の
「
思
考
方
法
（
U
O昇

g
Eえ）

と
現
実
の
行
動
に
」
対
応
し
て
お
ら
ず
、
著
作
者
の
個
人
的
見
解
に
基
づ
い
て
い
る
と
し
て
批
判
し
、
自
ら
は
「
『
真
の
欧
州
国
際
法
』
の
諸
原
則
を

一
つ
の
学
問
の
形
式
に
お
い
て
も
た
ら
す
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、
国
家
意
思
（
国
家
実
行
）
を
最
大
限
に
ま
で
重
視
し
、
い
わ
ば
国
家
実
行
を
し

て
国
際
法
を
語
ら
し
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
（
H

』－

z
g
o
F
F
2
H
h
h
b
h雪
＝
g
m
h
H
n
s
g否、牛島町一
h
n
p
s
s
～Fq湾
与
な
凡
潟
、
3
．町、
s
h
t
芸
人
R
3．町内
ht

N
丘同町、
r
s
g
Sき
た
与
さ
旬
、
内
定
ミ

hHむ
ね
な
宮
、
R
Sミ
M

町
内
足
、
内
認
可
内
定
3huh嘗
n
p
s
－な忌同町、
pbHhnpb志
野
司
、
目
匂
町
内
S
S』町内定
p
s
h凡n
b
h内
た
暑
さ
思
静
岡
む
な

q

h
h
q～h
ミ
g
e
E
b認
可
さ
N
ミ
喝
さ
内
S
ぎ～
vS
（ω
E
R
m曲
足
早
g
w
p
H件担－
Z
J
コ
コ
ム
吋
∞
。
）
沼
田
一
色
－

F
芯
u

∞
・
＝
・
）
し
か
し
、
彼
の
試
み
も
成
功
し
た
と
は
思

わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
（
モ

l
ザ
l
の
方
法
と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
国
際
法
学
に
お
け
る
「
実
証
主
義
』
の
史
的
系
譜
」
『
世
界
法
年

報
』
第
二
二
巻
（
二

O
O三
年
）
九
｜
一
四
頁
を
見
よ
。
）
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